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天文：用語に關する私見（・・）

（山　　本　　生）

　‘‘遊か，惑か？，，　（績き）

　繰り返すやう・ではあるが，明治四十年のかの血合に出席した人々よ！Lあ

の出合で此く此く定めたのだから■などと言ふことは今後お止し願ぴたV・．

諸氏があの試合を今に至るも灌威付けす，叉其の内容も喪表されなV・といふ

ことは，諸氏があの一合の構威を棄感せしめられたわけなのだから．

　つまり，今までにも自分は種々の機會に言った通り，今日は我が天文磁界

に，眞に宿雪づけられた語彙といふものが決定してみない“自由の時代”な

のである・若し今まで何等かの形で此うした構威ある語彙が認められてみる

のならば，吾々は何を好んで新語新課を作らう．喜んで先輩の決議に從ふ用

意は充分に有ってみるのである，

　しかし，杜會の進展と共に，天文學の槽威ある日本語彙が必要であること

は自分等は口数面面叫んでみるのである・此の叫びを正しく蕪かないで，只

“明治四十年の會合”を徒らに振りまはされるのは，要するに老人が後輩を

迷はせ惑はせるに過ぎない．

　自分は，しかし，近いうちに必ず吾々の正しい聲が聞かれ，學術研究出面

あたりに，高遠ある，マジメな天文學術語調査會が組織される日の來ること

を信ずるものである．（此の調査會には，天文益者と，アマチュア代表者と，

訳語學者と，漢學者と，西洋語言者と，敏學物理共の他の理話者と，文筆家

中の代表者と一一これだけの多方面の人々が網羅せられることを希望する．

若し此うした調査會を學術研究會議あたりが組織せす，いつまでも文書界を

焦らせる揚合には，いつまでも此のまN待ってはみられないのだから，止む

を碍す，吾が東亜天文協會あたりが主催して之れを組織しなげればならない

と思ふ．）之れが組織されたならば，共の席．上，いろいろな提案がなされる

ことであらう，此の提案の準備の意味で，自分は過去十丁年來V・ろいろの考

へを練り，叉，V・ろいろ實行して見て，一般讃者の意見穂恵いてるるのであ
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る・一一一こうした目的のため，自分は過去二十年聞，かなり多くの新語を試作

した．父，一一一一旦，定めた語をも，後にモツと良い語が思ぴ付けば，ドシドシ

改めることにしてみる。自分は，今日が天文語三二の無政府時代であると信

じる故に，出回るだけ自山に天文用語の研究し，新語を態ミ試作し，毎日々

々，より良い日本語が無V、ものかと．，諸書をあさり績け，考へ綾けてるる．

讃者よ，若し諸氏が自分の今までに出版した書物や文書を比較されるならば，

同じ原語に封して，自分が時々いろV・うと違った日本語を使ってみる事實を

見られるであらう．之れは自分が態ヒやってみるのである．そして，皆，他

日組織されるべき天文用語調査會の参考にしたい心組みなのである・例へば

勝識1蹴隣唐激：脚一
　　　L攣光星コをL攣星「として見たり，

　　Lプル1卜i1をL冥王星■としたり，

　　し彫刻室「をLア1・リエ■としたり，

　　．L海蛇「をLヒドラ「と改めたり，

　　Lセブエウス1をLセブエ■としナこり

　　L印度人■をLインデヤン「としたり，

　　L望遠鏡コをしとうめがね「としたり，

　　しテーブル山「をしひらやま「としたり

　　L書架■をしゑかけ■と改めたり

　　L南魚■をしみなみうを■としたb

i其他，いくらもある・

　讃者よ，自分の意のφる所を深く味って貰ひたい．

　さて本論に立ち三って，Planetの問題であるが，もともと之れはギリシャ

語の∬藏ンετから來た語であって，一般恒皐（Fixed　stars）が，天球上の一一

定鮎に固定してみるに封し，Lうごく星■，　L固定してぬない星■といふ意味の

ものである．二って，昔は太陽や月などもplanetの中に入れて，火水木金津

と共にし，此の七つ星を同様に取り扱ったのであって，何もわざわざ浮浪す

る星とか，惑ふ星とかいふ風に攣な意味に取る必要はないのである。L遊星コ

は實は此の意味に於いて良）・語である・L遊「をLあそぶ一1とV・ふ意味にのみ
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解するのは小學生程度の常識に過ぎない．L遊コにはし固定しない「Lうごく■

といふ意味が堂々と認められ，昔しから共の意味に用ゐられてるる揚合は非

常に多い．L遊學「といふ語を見てLあそんで學問する「と解したり，　L遊標■

をL遊んでみて，つまり役に立たない目標コと解したら，笑はれ者である．

之煎等は正しくL故郷から他所へ出かけて行って勉學するこど，Lうごく目

じるし■と解すべきである．しからば，Lうごく星「のためにし遊星「といふ語

はつまらない聯想の無V・最も優秀な講i語と言ってよからう．尤もL惑星「も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アグ多少のとりえはある・しかし崩れはし惑■といふ字の意味が悪どくて・v・か

にもわざとらしい特殊な聯想を誘ふ語である．但し，東洋でも西洋でも，背

し，一時はかり星の蓮動を見て，あれは星が一定の軌道のない放浪者である

と考へた人があるにはあるらしいが，何も其れを取り立てて，殊に天位並行

論の確立した現代に，ジヨウダンにも，L星が惑ってみる「と思はせるやうな

し惑星コを用みるのは，却って人々を惑はせるもので，罪な話である．

　しかし，若しL遊星■が誤：諜であったり，何も知らない者の新造語であった

りするのならば，自分は潔く昂れを棄てて，L惑星「を探るにやぶさかでない．

　聞くが如くんば，李山清次搏士も，他の二三の博・・ftたちも，元來はL遊星■

に賛成してゐられるのであると云ふ．それならば，元々かの明治四十年の立

合は吾人を決してこだわらせる棲威者ではないのだから，善くない語はドシ

ドシ改めて，L遊星■を曲用されては如何？　（つづく）

　　　　　　　　　　　　謹　　　告

　今般下記の方々より奇篤なる寄附を受けました．叢に之を獲表して

夫々の御芳志に封し深謝の意を表します。
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